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は じ め に

����年 月から導入された介護保険制度は、社会
全体で老人介護を支えるために給付と負担の公平・
公正をはかり��、保健・医療・福祉にわたる介護サー

ビスを総合的に利用できるようにするためにスター
トした社会保障制度��である。そしてこの制度の中
で新たに生まれた職種が介護支援専門員（以下ケア
マネジャーという）であり、介護保険の円滑な運用
の要となる専門職といえる。しかしこの要である専
門職のケアマネジャーの労働条件や業務内容、待遇
面での問題点はすでにいくつかの文献で指摘されて
いる����。制度の施行から一年半が経過した現在、
大きな役割や期待に応えるべく業務に携わっている

ケアマネジャーの仕事上の問題点やメンタルヘルス
上の問題点は予測できる。
そこで筆者らは岡山県下で実働しているケアマネ

ジャーの �������の状態と仕事上の問題点につい
て調査し、いくらかの知見を得たので報告する。

研 究 方 法

� � 対象者および調査方法

岡山県下の �地方振興局管轄内で実働しているケ
アマネジャーの内、本研究に同意し、協力の得られ
た��名を対象に調査した。結果、有効回答は���名

（	����）から得られた。
調査期間は平成��年 �月から 
月で、調査方法は

無記名での質問紙による調査を実施した。
回収方法は各地方振興局管内で計画されていた研

修会等で配布し、その場で一括回収、または、研修
会担当者による一括回収とした。
� � 調査内容

� � ����	�
症候群の測定

�������の状態を測定するための代表的な質問

紙として、������� ������� ���������と �����の
 �� ������� �������（以下 ���という）があ
る。その内 ���は �������に伴う心身の疲弊の
程度を測定しうるもの��であり、他職種との比較が

できるものである。そこで本研究では �����によっ
て作成され、稲岡によって翻訳された��項目からな
る ���を用いて調査することにした。算出方法は
原法による総合平均得点!（"群の��質問の合計得

点）#（��－ �群の 質問の合計得点）／��$を算
出し、この総合平均得点をもとに��
点以下は健全
群、���～��
点を徴候群、��点以上を �������群と
した。
� � 仕事上の問題点の測定

個人的要因として 	項目、対人的要因として �項
目、仕事の内容に関連する要因として �項目、職場環
境要因として �項目の計��項目について調査した。
評価は「大いに思う」「まあ思う」を「思う」に、「あ

まり思わない」「全く思わない」を「思わない」と
し、二段階に分けた。
� � 一般属性・職場の特徴・業務を運用する上での

問題点の測定

一般属性は性別、年齢、基礎資格であり、職場の
特徴は併設施設の有無、ケアマネジャーの人数、担
当件数、時間外労働時間である。業務を運用する上
での問題点はケアプラン作成上困ること��項目と業
務を実施する上での問題点 %項目であり、複数回答

可とし、選択してもらった。
� � 統計解析について

統計ソフト &�&& 
�� '�� (��)�(�を用い、平均
値の差の検定は、一元配置分散分析と ���'������の
分析、および比率の差の検定は��検定または *�����

の直接確率計算法を用いた。

結果及び考察

� � ケアマネジャーのおかれている実情

� � 一般属性について

性別は、女性が���名（���	�）、男性が�%名（����）
であった。年齢構成では、「	�歳以上」が �名（����）
と最も少なく、��～�歳代が�%�を占めていた。基
礎資格では、「看護師」が�%�名（
���）と最も多
く、次いで「介護福祉士」が		名（���%�）、「相談
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援助業務従事者」が��名（����）、「保健師」が�
名
（	���）、「准看護師」が�
名（	���）、「その他」が
		名（�
���）であった。看護職の全体に占める割
合は	���であった。

� � 職場の特徴について

ケアマネジャーが所属している機関については、
「併設機関がある」が���名（�����）、職場のケアマ
ネジャーの人数（自分も含めて）は、「 �人」が%%名
（���
�）、「 �～ 人」が�	�名（%����）と、���が
人以下の人数であった。担当件数では、「�
件以
下」が
%名（���
�）、「��～�
件」が��名（�����）、
「�～
件」が��名（�����）、「%�件以上」が%
名
（�
���）であった。これを専任・兼任別に「担当件

数が多い」と感じている割合でみると、専任の者が

	
���、兼任の者が%��%�と有意に専任の者が多い
と感じていた（������）。また、一日の時間外労働
時間では、「 �～ �時間」が��名（	�	�）と最も
多かった。

� � ケアマネジャーの仕事上の問題点とその実情

図 �に示す如く、ケアマネジャーの内���近くの
者が働く意義を感じており、
��以上の者が仲間に
助けられていると感じていた。一方、���以上の者
が収入を不満足と感じ、時間外労働を負担と感じて
いた。また、担当件数についても	��近くの者が多
いと感じていた。さらに、半数以上の者が仕事に対
する理想と現実のギャップに悩み、	���の者が離
職の意志を抱いているという実情が明らかとなった。

図 � ケアマネジャーの仕事上の問題点とその実情
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� � 業務を運用する上での問題点

業務を運用する上での問題について、朝日新聞に
よる全国調査（以後「全国」と略記する）と比較し
検討してみると、「ケアプラン作成上困ること」（複

数回答）の中で最も多かったのは図 �に示す如く、
「利用者と家族の意向の違いがある」であり%��の
者が感じていた。次に多かったのは、「一割自己負
担で必要なサービスを控える」であった。ケアマネ
ジャーが、利用者にとって必要なサ－ビスを取り入
れようとする時、利用者の中には介護保険制度によ
る一割自己負担を負担に感じ、利用を手控えている
ことが示唆できた。 本報と「全国」との比較で著
しい差がみられたのは、「地域のサービス機関の不

足」であり「全国」の方が本報より多いという結果
であった。逆に、「主治医と連携がとれない」「他事
業者の情報が不足している」は本報の方が「全国」

より多いという結果であった。
「業務を実施する上での問題点」（複数回答）の
中で最も多かったのは図 �に示す如く、「ケアプラ
ン作成の事務量が多い」であり「全国」でも同様で

あった。多くのケアマネジャーはケアプラン作成の
事務処理に追われ、利用者と向き合う時間が十分に
確保できずに時間外の労働が増え、このことを負担
に感じていた。また、「介護報酬に結びつかない業
務が多い」と感じ、「介護報酬」の設定が低く、収入
につながりにくいことなどを問題としていた。
� � ケアマネジャーの ����	�
症候群とその要因

ケアマネジャーの �������の総合平均得点（以
下 �������得点という）は表 �に示す如く、��%�±

����（����± &+）であり、太湯ら ���、中村ら ���

の看護師を対象とした研究結果と比較しても高く、
�������群の割合をみても�����と最も高いという

図 � ケアプラン作成上困ること

図 � 業務を実施する上での問題点
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表 � ���によって測定した対象集団の ���	
��得点

総合平均得点 �����による群別人数（�）
被検
者数 ����± 	
 健全群 徴候群 ������群

（���以下） （���～���） （���以上）
本報 ��� ����±���� ���（����） ���（����） ��（����）
太湯ら ��� ��� ����±������ ��（����）�� ��（����）�� ��（����）��

中村ら ��� ��� ���� ��（����）�� ��（����）�� ��（����）��

	����ら ��� �� ����±������ ― ― ―
注 ）本報との平均値の差の検定、および本報との率の差の検定によって
��：������ 　��：������ ��：������
数字�は引用文献を示す

図 � 仕事上の問題点と ���	
��得点との関連

結果であった。また、&�������らの対人サービス職
者を対象とした研究結果より �������得点は高かっ

た。このことから、�������症候群が問題となって
いる看護職や対人サービス職と比較してもケアマネ
ジャーの �������症候群は進行していることが明
らかになった。
次に、どのような要因が �������得点を高めて

いるのかについて検討した。図 に示す如く、個人
的要因については、「ケアマネジャーの仕事の適性
が無い」や、「私生活の充実感の無さ」、「病気に悩
んでいること」、「非効果的なストレス対処行動」、

「担当件数の多さ」が �������得点を高めていた。

適性に関しては、「適していない」と回答した者の
�������得点は��以上であり、明らかに �������

群に該当する得点であった。ケアマネジャーの仕事
に適性を感じていない者の業務への負担感の大きさ
は、利用者へ影響を及ぼしやすく、今後の課題とい
える。また、「私生活を楽しんでいない」ことがケア
マネジャーの仕事上の負担感をもたらしていること
も予測できた。しかし、ケアマネジャーの仕事上の
負担感が逆に私生活に不充足感を与えていることも
考えられ、今後追求していく必要がある。
対人的要因については、「職場の仲間の助けが無

いと思うこと」が �������得点を高めていた。この
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ことから、職場内に仕事上の悩みを打ち明け、問題
を自由に話し合うことができる仲間が存在し、適切
な支援関係が確立されていれば、�������症候群に
陥りにくいことが推測できる。

仕事の内容に関連する要因については、「離職の
意志」、「仕事に対する理想と現実の不一致」、「仕事
の喜びや働く意義の無さ」、「時間外労働の負担感」
は明らかに �������得点を高めていた。
職場環境要因についてみると、職場での自分の存

在価値や、利用者とその家族から自分の存在価値が
認められているかどうかについての認識は �������

得点と関連がみられた。このことから、職場や利用
者とその家族から頼りにされている存在であるかど

うかは �������得点を左右する重要な要因になる
と推測される。
次に、�つの地域別に �������得点をみると、地

域差はみられなかった（�����%）。また、年齢別に
みても差はみられなかった（�����%）。しかし、性
別でみると男性の �������得点は���%±���	であ
り、女性の��%	±��
�とでは有意に女性が高かった
（������）。男性に比し女性の方が �������症候群
に陥りやすいようである。

ま と め

本報では、岡山県下で実働しているケアマネジャー
の仕事上の問題点を �������との関連から検討し、
以下のようなことが明らかとなった。
（�）ケアマネジャーの大半の者は仕事に働く意義

を感じ、仲間からのサポートがあると感じて
いた。しかし、収入、時間外労働、担当件数
においては不満を感じ、半数以上の者が離職

の意志や仕事に対する理想と現実のギャップ
を感じていた。

（�）岡山県下の多くのケアマネジャーは「利用者
と家族の意向に違いがある」、「主治医と連携

がとれない」、「他事業者の情報が不足してい
る」などを問題として抱えていた。

（�）ケアマネジャーの�������得点は��%�±����
であり、看護師や対人サービス職者より高かっ
た。�������得点を高めた要因として、個人
的な要因では仕事に対する適性が無いと思う
こと、ストレスに対して効果的な行動がとれ
ていないこと、現在何らかの病気で悩まされ
ていること、対人的な要因では職場のサポー

トが無いことであった。仕事の内容に関連す
る要因では、時間外労働の負担、仕事に対す
る理想と現実のギャップ、働く意義の無さ、
離職の意志が �������得点を高めていた。職
場環境要因では、職場や利用者とその家族か
らの存在価値の無さが �������得点を高め
ていた。性差でみると、男性より女性の方が
�������得点が高かった。

本研究にご協力頂いた岡山県社会福祉協議会会長、各地

方振興局のケアマネジャー研修会担当の方々、ご回答下

さったケアマネジャーの皆様に、心からお礼申し上げます。

また、統計的解析においてご指導を下さいました川崎医療

福祉大学保健看護学科谷岡哲也講師に心から感謝申し上げ

ます。

なお、本論文は平成��年度の卒業論文としてまとめたも

のを一部加筆修正したものである。
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